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STEP0:     ハードウェアの接続ハードウェアの接続ハードウェアの接続ハードウェアの接続ハードウェアの接続

フレッツフレッツフレッツフレッツフレッツADSLADSLADSLADSLADSL接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド

XR-300XR-300XR-300XR-300XR-300とととととADSLADSLADSLADSLADSL モデムやコンピューターは、モデムやコンピューターは、モデムやコンピューターは、モデムやコンピューターは、モデムやコンピューターは、以下の手順で接続してください。以下の手順で接続してください。以下の手順で接続してください。以下の手順で接続してください。以下の手順で接続してください。

1 本装置とADSLモデムやパソコン・HUBなど、接続する全ての機器の電源がOFFに
なっていることを確認してください。

2  本装置の背面にあるEther0ポートとハブを、ストレートタイプのストレートタイプのストレートタイプのストレートタイプのストレートタイプのLANLANLANLANLANケーブルでケーブルでケーブルでケーブルでケーブルで

接続接続接続接続接続してください。

3  本装置の背面にあるEther1(XR-300/TX4の場合はEther1～ 3のいずれか)ポート
とケーブルモデムや、別セグメントのHUB等をLANケーブルで接続してください。接
続に使うケーブルの種類は、各機器の説明書等をご覧下さい。

4 本装置とACアダプタを接続して下さい。(この状態では、ACアダプタをコンセント
にささないでおいてください)

5 全ての接続が完了しましたら、本装置と各機器の電源を投入してください。
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1  各種ブラウザを開きます。

2  ブラウザから設定画面にアクセスします。
ブラウザのアドレス欄に、以下のIPアドレスと
ポート番号を入力してください。

http://192.168.0.254:880/http://192.168.0.254:880/http://192.168.0.254:880/http://192.168.0.254:880/http://192.168.0.254:880/

「192.168.0.254」は、Ether0ポートの工場出荷時
のアドレスです。アドレスを変更した場合は、そ
のアドレスを指定してください。設定画面のポー設定画面のポー設定画面のポー設定画面のポー設定画面のポー
ト番号ト番号ト番号ト番号ト番号880880880880880 は変更することができません。は変更することができません。は変更することができません。は変更することができません。は変更することができません。

3  次のような認証ダイアログが表示されます。

4  ダイアログ画面にパスワードを入力します。
工場出荷設定のユーザー名とパスワードはともに
「admin」です。ユーザー名・パスワードを変更し
ている場合は、それにあわせてユーザー名・パス
ワードを入力します。

5  ブラウザ設定画面が表示されます。

STEP1:     設定画面へのログイン設定画面へのログイン設定画面へのログイン設定画面へのログイン設定画面へのログイン

フレッツフレッツフレッツフレッツフレッツADSLADSLADSLADSLADSL接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド

工場出荷時の設定では、Ether0ポート以外のイ
ンターフェースではすべてステートフルパケッ
トインスペクションが有効になっているため、
Ether0ポート以外のインターフェースからは設
定画面にアクセスできないようになっていま
す。

Ether0ポート以外のインターフェースから設定
できるようにするには、それぞれのインター
フェースでパケットフィルタ設定が必要です。
詳細はユーザーズマニュアルをご覧ください。

[ご注意ください！ご注意ください！ご注意ください！ご注意ください！ご注意ください！]
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1 設定画面の「インターフェース設定」をクリッ
クします。

2  「Ethernetポートの設定」をクリックしま
す。

○Ether0ポート(LAN側)の設定

・「固定アドレスで使用」と「DHCPから取得」
「固定アドレスで使用」を選択します。

・「IPアドレス」
LAN側で使用するIPアドレスを入力します。
<入力例> 「192.168.0.254」

・「ネットマスク」
サブネットマスクを入力します。
<入力例> 「255.255.255.0」

・「IPマスカレード」
チェックを入れません。

・「ステートフルパケットインスペクション」
チェックを入れません

・ポートの通信モード
「自動」をチェックします。

○Ether1ポート以降は初期設定のままにします。

3 入力が終わりましたら「設定の保存」ボタンを
クリックし、設定を保存します。

STEP2: LAN LAN LAN LAN LAN側インターフェース設定側インターフェース設定側インターフェース設定側インターフェース設定側インターフェース設定

フレッツフレッツフレッツフレッツフレッツADSLADSLADSLADSLADSL接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド
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1 設定画面の「PPP/PPPoE設定」をクリックしま
す。

2  はじめに、接続先の設定をおこないます。「接
続先設定」1～5のいずれかをクリックします(5
つまで設定を保存しておくことがきます)。

○プロバイダ名
任意で接続するプロバイダ名を入力できます(接続
には関係ありません)。

○ユーザーID
プロバイダから指定されたユーザーIDを入力して
ください。

○ユーザーパスワード
プロバイダから指定された接続パスワードを入力
してください。

○DNSサーバ
特に指定のない場合は「プロバイダから自動割
り当て」をチェックします。
指定されている場合は「手動で設定」をチェッ
クして、DNSサーバのアドレスを入力します。

STEP3:     プロバイダの設定プロバイダの設定プロバイダの設定プロバイダの設定プロバイダの設定

フレッツフレッツフレッツフレッツフレッツADSLADSLADSLADSLADSL接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド

プロバイダからDNSアドレスを自動割り当てされ
てもそのアドレスを使わない場合は「割り当てら
れたDNSを使わない」をチェックします。この場
合は、LAN側の各ホストはDNSサーバのアドレスを
それぞれ設定しておく必要があります。

○IPアドレス
動的IPアドレスでの接続の場合、ここにはなにも
入力しません。
固定IPアドレスでの接続の場合は、その固定IP
アドレスを入力してください。

○LCPキープアライブ
接続状態を確認するためのechoパケットを送出す
る間隔を指定します。工場出荷設定では20秒に
なっています。(echoパケットを3回送出して
replyを検出しなかったときに、XR-300がPPPoE
セッションをクローズします)

○pingによる接続確認
pingによって接続状態を確認するときは「使用す
る」をチェックします。使用するホストは特定の
IPアドレスをしていします。
空欄のまま設定するとP-t-Pに対してpingを送出
します。この場合はPPPoEセッションが正常に維
持できないことがありますのでご注意下さい(局側
でpingによる接続確認に対応していないことがあ
るためです)。

○MSS設定
「有効」を選択すると、パケットのMSSを PPPoE接
続に最適なサイズ(1412byte)にします。通常はこ
の機能は有効にしておきます（無効にしたり設定
値を変更すると、正常にアクセスできなくなる場
合があります)。

設定は以上です。Clamp to MSS値の項目以下は設
定しないでください。

3  最後に「設定」ボタンをクリックしてくださ
い。設定はすぐに反映されます。
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STEP4:     フレッツ回線の接続と切断フレッツ回線の接続と切断フレッツ回線の接続と切断フレッツ回線の接続と切断フレッツ回線の接続と切断

フレッツフレッツフレッツフレッツフレッツADSLADSLADSLADSLADSL接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド

1  設定画面の「PPP/PPPoE接続設定」をクリッ
クします。

2  右画面の「接続設定」をクリックして、以下
の画面から設定します。

接続設定接続設定接続設定接続設定接続設定

○回線状態
現在の回線状態を表示します。

○接続先の選択
どの接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定接続先設定を使って接続するかを選択します。

○接続先ポートの選択
どのポートを使って接続するかを選択します。
通常は「Ether1」を選択してください。

○接続形態の選択
「手動接続」PPPoE(PPP)の接続/切断を手動で切り
替えます。
「常時接続」XR-300が起動すると自動的にPPPoE
(PPP)接続を開始します。

○IPマスカレード
「有効」を選択してください。

○ステートフルパケットインスペクション
PPPoE(PPP)接続時に、ステートフルパケットイン
スペクションを有効にするかどうかを選択します。
セキュリティーのためにも、「有効」にすることを
推奨します。

○IPSecの自動起動
通常は「無効」を選択しておきます。

接続接続接続接続接続IPIPIPIPIP変更お知らせメール機能変更お知らせメール機能変更お知らせメール機能変更お知らせメール機能変更お知らせメール機能

IPアドレスを自動的に割り当てられる方式で
PPPoE(PPP)接続する場合、接続のたびにIPアドレ
スが変わってしまうことがあります。
この機能を使うと、IPアドレスが変わったときに、
そのIPアドレスを任意のメールアドレスにメール
で通知することができるようになります。

○接続IP変更お知らせメール
お知らせメール機能を使う場合は、「有効」を選択
します。

○お知らせメールのあて先
お知らせメールを送るメールアドレスを入力しま
す。

○お知らせメールのFrom項目
お知らせメールのヘッダに含まれる、”From”項目
を任意で設定することができます。

3 すべての設定が完了しましたら、「設定の保存」
をクリックして、設定完了です。

4 最後に、画面最下部にある「接続」ボタンをク
リックして接続を開始します。

「手動接続」設定にした場合は、「切断」「接続」を
そのつど、手動で制御してください。
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STEP5:STEP5:STEP5:STEP5:STEP5: DHCP DHCP DHCP DHCP DHCPサーバ機能の設定サーバ機能の設定サーバ機能の設定サーバ機能の設定サーバ機能の設定

フレッツフレッツフレッツフレッツフレッツADSLADSLADSLADSLADSL接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド

XR-300が搭載している「DHCPサーバ機能」を使っ
てコンピューターへのIPアドレス登録を自動的に
おこない、インターネットにアクセスできるよう
にします。

以下の手順で設定してください。

ここで記載する設定内容は、ここで記載する設定内容は、ここで記載する設定内容は、ここで記載する設定内容は、ここで記載する設定内容は、Ether0Ether0Ether0Ether0Ether0ポートのポートのポートのポートのポートのIPIPIPIPIPアアアアア

ドレスが工場出荷値のドレスが工場出荷値のドレスが工場出荷値のドレスが工場出荷値のドレスが工場出荷値の「「「「「192.168.0.254(24192.168.0.254(24192.168.0.254(24192.168.0.254(24192.168.0.254(24ビットビットビットビットビット

マスクマスクマスクマスクマスク)))))」」」」」であると仮定したときのものです。であると仮定したときのものです。であると仮定したときのものです。であると仮定したときのものです。であると仮定したときのものです。

Ether0Ether0Ether0Ether0Ether0ポートのポートのポートのポートのポートのIPIPIPIPIPアドレスを変更している場合はアドレスを変更している場合はアドレスを変更している場合はアドレスを変更している場合はアドレスを変更している場合は

適宜、適宜、適宜、適宜、適宜、設定内容を読みかえてください。設定内容を読みかえてください。設定内容を読みかえてください。設定内容を読みかえてください。設定内容を読みかえてください。

DHCPDHCPDHCPDHCPDHCPサーバ機能設定サーバ機能設定サーバ機能設定サーバ機能設定サーバ機能設定

1  Web設定画面にログインします。

2 「各種サービスの設定」→「DHCP(Relay)サー
バ」→画面上部「DHCPサーバの設定」をクリック
して、以下の画面で設定をおこないます。

○サーバの選択
「DHCPサーバ機能」を選択します。

○サーバの設定

・サブネット
「サブネット1」にチェックを入れます。

・サブネットワーク

「192.168.0.0」を入力します。
・サブネットマスク
「255.255.255.0」を入力します。

・ブロードキャスト
「192.168.0.255」を入力します。

・リース開始アドレス/終了アドレス
DHCPクライアントに割り当てる最初と最後のIPア
ドレスを指定します(割り当て範囲となります)。
「192.168.0.1」から30個のIPアドレスを自動割
り当てとしたい場合、
リース開始アドレスに「192.168.0.1」
リース終了アドレスに「192.168.0.30」

と入力します。

・ルータアドレス
通常はXR-300のインタフェースのIPアドレスを
指定しますので、「192.168.0.254」を入力します。

・ドメイン名
DHCPクライアントに割り当てるドメイン名を入力
します。必要であれば指定してください。

・プライマリDNS
XR-300はDNSリレー機能を搭載していますので、
通常はXR-300のIPアドレスを指定してかまいま
せん。
この例では「192.168.0.254」を入力します。

○標準リース時間
任意で設定します。

○最大リース時間
任意で設定します。初期設定では7200秒になって
います(7200秒以上のリース時間要求を受けても、
7200秒がリース時間になります)。
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STEP5: DHCP DHCP DHCP DHCP DHCPサーバ機能の設定サーバ機能の設定サーバ機能の設定サーバ機能の設定サーバ機能の設定

フレッツフレッツフレッツフレッツフレッツADSLADSLADSLADSLADSL接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド接続ガイド

3      入力が終わりましたら「設定の保存」をクリッ

クして設定完了です。

4  DHCPサーバ機能を有効にするために、「各種

サービスの設定」トップに戻り、「「「「「DHCP(Relay)DHCP(Relay)DHCP(Relay)DHCP(Relay)DHCP(Relay)

サーバ」サーバ」サーバ」サーバ」サーバ」サービスを有効にしてください。サービスを有効にしてください。サービスを有効にしてください。サービスを有効にしてください。サービスを有効にしてください。

正常に起動すると、ステータスが「動作中」にな
ります。

5  最後に、各コンピューターのIPアドレス設定

を自動的におこなう設定にして、再接続してくだ

さい。IPアドレス設定については、各OSの取扱説

明書をご覧ください。
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